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1. システム開発・運用の課題

企業が持続的に成長するためには、市場の変化に迅速に対応し、競争優位性を維持し続け

る必要があります。顧客ニーズが多様化、高度化する中、顧客満足度を高め、顧客数を拡大して

いくためには、変化をいち早く各企業の主幹業務の推進に必須となる各種ITシステムに反映し、

サービスを迅速に改善することが求められています。

また、システム障害が発生すると、その影響は経済的損失にとどまらず、顧客からの信頼の失

墜にもつながることがあります。こういったことから、システムをトラブルなく安定して運用することも求

められます。

本ホワイトペーパーでは、これらのような課題を解決するためにシステム開発を迅速化し、システム

運用を安定化するシステムのAI化について説明します。

2. システム開発・運用業務を変革するシステムのAI化

システム開発・運用業務は、要件定義、設計、コーディング、テスト、運用といった工程から構成

されます。システム開発工数の大部分を占めている工程は、設計工程やコーディング工程です。シ

ステムが大規模な場合は、システム全体の仕様を把握する難易度が高くなり、それができる人は

限られる可能性があります。また、数千もの設計書が存在するため、要件定義工程や設計工程

において、既存システムの仕様把握に時間がかかります。運用工程においては、人手での作業は

数多く残されており、作業ミスによる重大インシデントが発生すると、経済的損失や信頼の失墜に

つながります。

これらの問題を解決するために、システム全体の仕様を把握している人でなくてもシステムの迅速

開発や安定運用を可能にするシステムAI化を提案します。システムのAI化には2段階あり、1段階

目では、既存システムを改修することなくシステムをAI化することで要件定義、設計や運用を効率

化します(システムのAIへのリフト、図1)。2段階目では、プログラムをAIエージェントに置換し、システ

ム内部をAI化することで設計やコーディングを効率化します(システムのAIへのシフト、図2)。

図1 システムをAIにリフトしたイメージ 図2 システムをAIにシフトしたイメージ
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図3 AIにリフトされたシステムのイメージ
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クラウドコンピューティング普及時に、システムをそのままクラウドに移行するクラウドリフトや、システ

ムを再設計・再構築してクラウドに移行するクラウドシフトといった方法でシステムをクラウドに移行し

ました。同様にシステムのAIへのリフトや、AIへのシフトといったシステムのAI化が進展していくと考え

ています。

3. システムのAIへのリフト

システムのAIへのリフトは、AIを介して既存システムにアクセスすることにより、既存システムを改修

することなく、システムにAIを取り入れる手法です(図3)。システムの有識者でなくても、AIがサポート

することで容易に既存システムにアクセスでき、システムに悪影響を与える指示をAIが止めることで、

システム設計やその運用を効率化します。また、既存システムの改修が不要であるため、既存シス

テムの開発サイクルに合わせることなく迅速、柔軟に適用できることがメリットです。以下に、システ

ムをAIにリフトした事例を2つ紹介します。

3.1 システムのAIへのリフト事例①：設計書探索効率化

システム開発の要件定義工程や設計工程において、システム設計者は現状仕様を把握する

必要があります。大規模システムでは数千の設計書が存在するため、そのシステムの有識者でない

と仕様を探すことは困難であり、システムの有識者が探す場合においても多大な工数がかかりま

す。この問題を解決するために、有識者の知見を持たせたAIエージェントを開発しました(図4)。既

存システムの設計書の内容をAIが検索しやすいように知識データベースとして準備しておき、システ

ム設計者が入力した外部仕様から内部構造をたどり、目的の項目を特定することで、有識者で

なくても現状仕様を把握できるようになりました。このAIエージェントは、システムの改修により影響を

与える機能の調査や、障害発生時の原因分析の効率化にも活用できます。
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図4 設計書探索効率化の例

図5 作業ミス防止の例
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3.2 システムのAIへのリフト事例②：作業ミス防止

システム運用中に、システム運用者は案件の新規登録などでデータをシステムに入力します。こ

のときに、誤ったデータが入力されると、システム利用者に誤った情報が提供されたり、誤った金額

が請求されたりする可能性があります。このような問題を解決するために、システムに入力したデータ

を確認する照合AIエージェントを開発しています(図5)。システムに入力したデータとマスタ情報と突

き合わせるなど、チェックリストに従い入力された情報に誤りがないかを確認します。誤りを発見した

場合は、システム運用者に登録したデータの修正を依頼します。このように、重大インシデントにつな

がる作業ミスを防止することで、経済的損失を回避します。



4 © Hitachi, Ltd. 2025. All rights reserved.

図6 AIにシフトしたシステムの設計・開発のイメージ

4. システムのAIへのシフト

将来の構想として検討しているシステムのAIへのシフトについて紹介します。AIへのシフトは、従

来のシステムで動作していたプログラム(Function)を、業務処理に必要な業務計算やデータベース

アクセスを実行するAIエージェントに置換することでシステムをAI化する手法です(図6)。

AIにシフトしたシステムでは、業務要件をプロンプトに記述し、それに基づきAIコーディネータやAIエ

ージェントが業務を実行します。システム利用者からの要求に応じてAIコーディネータは適切なAIエー

ジェントを実行します。コーディングやそのための設計を不要化することでシステム開発を迅速化しま

す。AIが苦手な処理は、AIエージェントが実行できる補助モジュールとして用意することで、誤りなく

処理できるようになります。

5. まとめ

本ホワイトペーパーでは、システム開発・運用業務を変革するシステムのAI化について説明しまし

た。システムのAIへのリフトによる仕様把握の効率化や作業ミス防止と、システムのプログラムをAIエ

ージェントに置換するAIへのシフトによる開発工数の大幅削減により、システム開発・運用の効率

化や高度化に貢献します。
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